	第1回　丸亀市人権政策推進審議会会議録

	日　時
	令和7年3月21日（金）午後1時30分～午後3時30分

	場　所
	丸亀市役所　2階　203会議室

	出席者
	（丸亀市人権政策推進審議会委員）
竹上精一、宮武正治、大木祐治、宮川文子、北川龍一郎、長谷川雄士、織田博、奥澤日登美、藤田登茂子、秦佳子、土井留美子、長柄英樹、石田浩樹、岡田直樹、藤田裕子、井上昌子
審議会委員19名中、以上16名出席

	
	（事務局）

七座総務部長、津山課長、井下副課長、平本担当長、毛利主査、佐久間副主任

	欠席者
	（丸亀市人権政策推進審議会委員）

宮武亮二、畑修平、野﨑さつき
以上3名欠席

	傍聴者
	なし

	議　題
	（1） 「丸亀市人権・同和問題意識調査」（案）について

（2） インターネット条例について

	会　議　の　概　要　

	【事務局】
定刻が参りましたので、ただいまから、丸亀市人権政策推進審議会を開催いたします。

本日はご多忙にもかかわらず、ご出席いただき厚く御礼申し上げます。

本日は遅くとも15時の終了を予定しておりますので、よろしくお願いします。

では、初めに七座総務部長よりご挨拶申し上げます。
（総務部長　挨拶）
【事務局】
続きまして、竹上会長よりご挨拶をお願いいたします。
（竹上会長挨拶）
【事務局】
会議に入ります前に資料の確認をいたします。
　　（事務局より、資料の確認）
それでは資料1「丸亀市の人権同和行政2024年度事業概要」の説明をさせていただきます。
　(人権同和行政2024年度事業概要説明)
それではこれより審議会委員の皆様による審議に移らせて頂きます。

ここからの進行は、竹上会長にお願いいたします。会長、よろしくお願いします。
【竹上会長】
　　皆さんこんにちは。よろしくお願いします。
それでは、審議会の運営につきまして、会議の公開、会議録の公開について確認しておきたいと思います。これらのことにつきまして、事務局から説明をお願いします。
【事務局】
　　本日は、A委員、B委員、C委員から都合により欠席の連絡を受けております。よって、本審議会委員19名のうち、16名の委員のご出席をいただいており、附属機関設置条例第７条第２項による半数以上を満たしておりますので、この会議が成立しておりますことを報告いたします。なお、この審議会は、丸亀市附属機関会議公開条例により原則公開となっています。また、議事録もホームページで公開することといたします。議事録につきましては、要点筆記で行い、発言については「Ａ委員・Ｂ委員」と記載し、公開いたします。情報公開条例による開示請求を受けた場合は、発言者名入りで開示いたしますのでよろしくお願いします。
【竹上会長】
　　会議の公開等については、今説明があった通りにお願いいたします。
　　それでは今日の議題である「丸亀市人権・同和問題意識調査報告書（案）」について、事務局からアンケートの概要について報告をお願いします。
【事務局】
　（概要説明）
今回の分析結果等につきまして、分析を行っていただいたＮＰＯ法人香川人権研究所事務局長竹上先生より概略的なお話を人権問題全般1ページから50ページまでいただき、それに対して、委員の皆様からのご意見をいただき、次に、同和問題51ページから最後までお話いただき、委員の皆様からの意見をいただきたいと思います。それでは竹上先生、よろしくお願いします。
【竹上先生】
　（報告書（案）人権問題全般の概略的説明とまとめの説明）
【竹上先生】
　　何かご意見などございますか。
今日終わった後で意見をいただいても構いません。個別に電話でも構いません。何かご意見があれば事務局にご連絡ください。
　　では、意見がないようですので、次に同和問題、部落差別の人権問題に入りたいと思います。
(報告書（案）同和問題の概略的説明とまとめの説明)
【D委員】

　　これだけのアンケートをまとめるの本当に大変だったと思うんですけれども、読ませていただいて現状がよくわかりました。

それでまとめの中の新たな啓発のところにも書かれておりますし、会長さんの方からも何度もお言葉で拝聴したんですけれども、やはり法律の認知とか研修会の参加回数が他の要素と比べて格段の啓発効果を示しているということが一番のアンケートの目玉だったと思います。その点を一番これから重点的に進めていかなければならないと思うんです。先ほど会長さんからも企業の従業員とか外国籍の方の参加が難しいのではないか、決まった方が研修に参加されているのではないかいうような予測もされておりましたけれども、なかなか研修会というと平日の午前とか午後とかいう形で、仕事を持たれている方には、その時間帯に参加するということは難しいし、会社の方がまず認めていただかないと出られないと思うんですよね。

で、私、保育現場でいたんですけれども、もちろんいろんな研修会に参加するんですけども、参加した職員が帰ってきて報告会みたいな形で、どういう内容の研修だったという報告をしますが、なかなか企業だと難しいと思うし、報告を文章にして回すとしてもなかなか難しいと思うんで、もし研修会をＤＶＤで行うなど、今も市のイベントではいろいろされてますけれども、ＤＶＤを作って各企業の方で、休憩時間に従業員の方に見ていただくとか、何か働きかけをしないと、なかなか企業の方に参加していただくというのは難しいのではないか。なかなか、その辺の賛同を得られるかどうかわからないんですけど。あまり強くお願いするのも気が引けますが、準備を市がして、どうにかこういう形で啓発していただけないか。いくつかの企業さんだけでも参加してくださると広がっていくのではないかなと思って、その辺のことを述べさせていただきました。
【竹上会長】
この辺り、E委員さん。何かご意見ありますか。
【E委員】
　　私も企業側からの委員として来ていますが、おっしゃる通りですね。研修を行う時間に参加できる者が、どれだけ出せるかっていうところは、各企業の問題だと思います。会社から用命ででも行きなさいということを、一度上の者にも言っていかないといけないのかなと感じました。その研修の効果が出てくると、このアンケート結果もおそらく変わってきて、それをこういう場でフィードバックいただいて、それを会社に持ち帰って、こう変わりましたという報告をすれば一通りのこの効果っていうのは検証できるのかなと思います。確かにＤＶＤで見るというのも1つの案なんだと思いますし、会社から積極的に研修に人を出し、丸亀市と一緒に取り組んでいけばいいのでしょうか。我々としては、市に協力していくつもりではありますので、タッグを組んで一緒にやっていければいいのかなと思ってます。
【事務局】
　　竹上先生にまとめていただいたこの案の内容の通り、人権課といたしましても実際のところこの人権の法律に関する周知啓発、講演会、また様々な研修会への参加の呼びかけは、今までもずっとしてるんですが、やはり中身を見てみますと、いつも来ていただいてる人が限られているなどの傾向がありますので、この2つに共通して来ていただいてる方は人権に関する感覚、知識が非常に高くなっているという結果が出てますので、これからはそこに力を入れて、いかに多くの市民の方に、研修会に来ていただけるか。そして、法律を自分ごととして、考えて読んでいただけるかというところに着目して、新たな施策というのを研究して、政策を実施していきたいと思います。

ちなみにE委員の会社につきましては、毎年、市の人権同和教育指導員を呼んでいただきまして、新採研修を受けていただいておりますので、非常に感謝しております。事務局の席からで申し訳ありませんが、お礼申し上げます。

【F委員】
報告書（案）を拝見させてもらいましたけども非常にいい内容で、分析もすごくきちんとしておられて、今日審議会に来て、非常に勉強になります。

それとですね、心配なところというのか、気になるところは、部落の起源です。被差別部落の起源について、2002年に教科書の記述が政治的に作られたという近世政治起源説からキヨメ説に変更されたんですけども、非常に認識が低いということで、非常に私も気になっているところです。

私自身も、実はあんまり知らなくて、3年前にこういうふうな起源が変わっているということなので、特に分析結果を見ますと、18歳から29歳は33.3％で、それ以外はあまり認識されていないということですね。このことについては、何らかの形で、非常に大事なことですから、研修などで皆さんに啓発していただければ非常にありがたいと思っております。

それともう1つは、認知の経路と部落差別に初めて出会った時期。委員の皆さんは、どうでしたか。私の場合、時期は小学校のとき。調査では、49.5％を学校でという結果になっておりますけども、やはり、最初に人権同和教育、同和問題についての正しい出会いというのは非常に大事だと思うんです。報告書を見ますと、学校教育の中で、初めての出会いをしている。ということは先ほど分析にありましたけども、非常に正しい、いわゆる説明を受けてですね、認識してる。

それはいいんですけども、我々の年代は、小学校中学校では教育は全然受けてないんです。

私も最初の出会いというのは、今考えると非常に良くない出会いでしたね。その当時は、地区のことについては、家族から聞きまして、良くない情報ばかりで、認識を変えるのに非常に長くかかりました。私も職業柄、いろいろな情報を受けて、初めて正しい認識を入手できました。

そういうことで、同和問題について、最初の認識が家族から聞いたということが、特に60才以上が多いと思うんですけども、これは非常に良い認識じゃないと思うんですね。特に年配の親から聞いてますから。

ただ、若い人はと言うと、今の親御さんは人権教育をある程度受けているので、当時ほどの悪い話はしていないと思うんです。そういうことで、やはり最初の認識、小さい時に、或いは小学校、幼稚園の時に本当に正しい同和問題についての話で出会いをするということは、私は非常に大事だと思っています。

以上です。
【事務局】
　　今の委員さんのご意見からの内容で、同和問題の正しい周知につきましては、前回の意識調査時にもご意見をいただきました。こちらの分厚い冊子の案が確定いたしましたら市のホームページで市民の方に周知するようにします。

アンケート結果から、重要な項目だけ抜粋し、特徴的なものを掲載したダイジェスト版というのを前回の調査時に作りましたが、今回からは、丸亀市のすべての世帯に全戸配布する予定にしております。

ダイジェスト版は、結果の報告ではございますが、そのダイジェスト版を読むことによって、身の回りにこんな差別があるから偏見があるんだということもわかっていただいて、そこから差別や偏見を自分ごととして考えて、差別をなくす行動につなげるような啓発ができるようリーフレットにしたいと考えております。皆さん方のお宅にも、来年度中にお届けする予定となっておりますので、またご検討いただければと思います。

【G委員】
ちょっとお伺いしますが、女性問題に関するビデオは何かありますか。他にも様々な人権課題についてのDVDなど。老人会でのことで、ちょっと問題がありまして。人権の会があるなら、聞いてきてほしいと言われました。男性からの女性差別なんですけどね。何か意見を言ったりとかあれば、男性からお前ら女性はだまっておけ、女性は聞いてるだけでえんや、そういうことを言われてね、今校区が17校区あるんですけど、その中で、女性の会長は、城西の会長と私だけなんです。だけど、他はどこも男性ばかりでね。それではちょっとおかしいなと思いまして。これを言ったら、男性から女は黙っとけと言われるみたいでね。

だから、そういうことのないように啓発ビデオなどを見せてね、皆さんと女性差別などの研究をしたいと思っているんです。今日のような会や役員でも全部男性が来てますしね。どこの会に入るのにも全部男性が行くようになってるんですよ。だから、それも1つ変えなきゃいけないなと思ってるんですね。来月の8日の日に交流会がありまして、全部で17市町あります。参加人数は、100あまりにあるんですけど、その時にはぜひ、DVDを見てもらおうかなと思っております。

また、よろしくお願いいたします。

【竹上会長】
そのような女性蔑視は、まだあるのでしょうね。ご意見いただき、ありがとうございます。
【事務局】
人権課に、男女共同参画室がございまして、こちらで女性蔑視など女性差別をなくしていくなど啓発を行っております。今おっしゃられたような、男性女性、性別による役割分担意識があったという過去の時代から、「男は仕事」という意識が多いからそのような考え方があるのだと思います。男女共同参画室にDVDがございますので、どうぞ、お越しいただき、研修、啓発などに使っていただければと思いますので、よろしくお願いいたします。
【竹上会長】
　　起源について、ご意見をいただいたんですが、確か2002年に教科書が変わりましたけれど、その教科書を使って教えていない教師が、近世政治起源説のまんまの認識で、多分指導してるんだと思うんですよね。その結果の数字が出てきていると思うので、だから確かに学校教育の中で、本当にきちんとすべての学校で正しい認知、授業がやれているのかどうか。内容としてきちんとそれが確立してるのかどうか、調査などはしないといけないのではないか。

県は、人権教育の推進状況調査を全県でやっていますが、毎年、調査項目に多分入ってたような気がするんですよ。どんな状況なのかっていうのは、ちょっとその辺り、まとめていないかもわかりませんし、どこがどうなってんのか私も資料しかないんですけど、結果から見ると、正しい認識を先生が持てていない。ということかなと思います。
3つ目の認知の時期、きっかけのところなんですけど、やっぱり、学校教育が減ってくると家庭での認知が間違いなく増えるんです。学校教育が増えてくると家庭からの認知が減るんですよ。家族から認知ではなく、そこはもう学校教育で頑張るしかないのかなあという気はしますね。ちょっと答えになったかどうかわかりませんが。
では、事務局から他には。
【事務局】

　　それでは人権課の毛利と申します。議題2のインターネット条例についてご説明させていただきます。
（条例制定の説明）
【事務局】
　　竹上会長、ご進行いただき、ありがとうございました。また、委員の皆さん方におかれましては、ご審議ありがとうございました。

予定をしてる時間を大幅に過ぎてしまい、この場をお借りしてお詫び申し上げます。

事務局といたしましては、先ほどご審議いただきました内容等をもう一度整理いたしまして、今後の丸亀市の人権教育啓発の施策に対する提言書という形で、案を作成いたします。

その案ができ次第、皆様方のところには送付させていただき、ご意見等いただければ、その意見を基に修正したものを確定いたしまして、5月ごろまでには、市長の方へ提言書という形で、提出させていただく予定でございます。

また、次回からは、先ほど担当が申しました、現在社会問題になっております、インターネット上の差別防止に関する条例制定を本市でも考えておりますので、そちらについてのご意見等をいただく審議会にしたいと思いますので、また、日程等は後日調整させていただきますので、どうぞよろしくお願いいたします。

それでは、本日は以上で審議会を閉会いたします。

本日は誠にありがとうございました。
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